
51 アジ研ワールド・トレンド No.255（2017. 1）

研
究
所
と
し
て
は
初
め
て
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議

（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
）
の
公
式
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

ア
フ
リ
カ
で
は
初
の
開
催
と
な
る
第
六
回
ア
フ
リ
カ

開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅵ
）
が
八
月
二
七
日
、
二

八
日
の
二
日
間
、
ケ
ニ
ア
の
首
都
ナ
イ
ロ
ビ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅵ
に
お
い
て
、
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
（
以
下
、
研
究
所
）
と
し
て
は
初
と
な

る
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
公
式
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
を
八
月
二
八
日

（
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
は
「
工
業
化
・

民
間
セ
ク
タ
ー
開
発
を
通
じ
た
ア
フ
リ
カ
の
経
済
構
造

改
革
」
と
題
し
た
セ
ミ
ナ
ー
形
式
で
実
施
さ
れ
、
ナ
イ

ロ
ビ
に
本
部
を
置
く
ア
フ
リ
カ
経
済
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
（A

frican Econom
ic Research Consortium

：

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
）、
ま
た
イ
ギ
リ
ス
の
海
外
開
発
研
究
所

（O
verseas D

evelopm
ent Institute

：
Ｏ
Ｄ
Ｉ
）

と
共
催
し
ま
し
た
。

　

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
国
連
開
発
計
画
や
世
界
銀
行
な
ど
が
出

資
す
る
ア
フ
リ
カ
経
済
研
究
に
特
化
し
た
国
際
研
究
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
り
、
Ｏ
Ｄ
Ｉ
は
途
上
国
開
発
分
野

で
著
名
な
研
究
機
関
で
す
。
こ
れ
ら
広
範
な
国
際
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
研
究
機
関
と
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
各
国
や
そ
の
他
の
国
々
か

ら
の
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ
参
加
者
に
対
す
る
効
果
的
な
情
報
発

信
を
目
指
し
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
各
国
か
ら
の
多
く
の
参
加

　

Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
国
連
開
発
計
画
や
世
界
銀
行
な
ど
が
出

資
す
る
ア
フ
リ
カ
経
済
研
究
に
特
化
し
た
国
際
研
究
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
り
、
Ｏ
Ｄ
Ｉ
は
途
上
国
開
発
分
野

で
著
名
な
研
究
機
関
で
す
。
こ
れ
ら
広
範
な
国
際
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
有
す
る
研
究
機
関
と
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
こ
と
に
よ
り
、
ア
フ
リ
カ
各
国
の
政
府
担
当
者
や
民

間
企
業
の
方
々
が
参
加
者
全
体
（
約
七
〇
名
）
の
過
半

数
を
数
え
、
研
究
所
と
共
催
機
関
の
ア
フ
リ
カ
に
関
す

る
研
究
成
果
を
、
効
果
的
に
現
地
に
還
元
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
以
下
、
セ
ミ
ナ
ー
内
容
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

中
規
模
企
業
の
育
成
が
成
長
の
カ
ギ

　

最
初
の
講
演
を
務
め
た
Ｏ
Ｄ
Ｉ
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・

ゲ
ル
ブ
主
任
研
究
員
・
民
間
セ
ク
タ
ー
開
発
チ
ー
ム
長

は
、
途
上
国
の
成
長
戦
略
に
は
天
然
資
源
依
存
型
と
軽

工
業
中
心
の
非
熟
練
労
働
集
約
型
と
が
あ
り
、
ア
フ
リ

カ
の
成
長
を
考
え
る
際
に
は
、
そ
の
国
の
実
情
に
合
わ

せ
た
選
択
が
重
要
で
あ
る
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
製
造

業
の
成
長
を
促
す
カ
ギ
に
な
る
競
争
力
の
あ
る
中
規
模

企
業
の
持
続
的
育
成
に
は
、
産
業
別
ク
ラ
ス
タ
ー
の
形

成
が
有
効
で
あ
る
と
論
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ス

タ
ー
単
位
の
業
界
団
体
が
、
企
業
間
の
情
報
共
有
や
共

同
行
動
の
調
整
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
公
共
財
」
の

提
供
を
担
う
こ
と
が
、
企
業
の
成
長
に
資
す
る
と
述
べ

ま
し
た
。

輸
出
加
工
区
（
Ｅ
Ｐ
Ｚ
）
や
ア
フ
リ
カ
成
長
機

会
法
（
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ａ
）
の
適
用
に
一
定
の
効
果
あ

り
　

続
い
て
ナ
イ
ロ
ビ
大
学
教
授
の
ゲ
リ
シ
ョ
ン
・
イ
キ

ア
ラ
氏
は
、
過
去
の
政
策
面
に
お
け
る
失
敗
に
言
及
し

つ
つ
、
一
九
八
〇
年
代
に
適
用
さ
れ
た
構
造
調
整
計
画
、

お
よ
び
Ｅ
Ｐ
Ｚ
や
Ａ
Ｇ
Ｏ
Ａ
を
活
用
し
た
輸
出
拡
大
に

よ
っ
て
、
財
政
上
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く

な
か
っ
た
も
の
の
、
経
済
自
由
化
に
よ
る
企
業
の
輸
出

機
会
増
加
や
外
国
為
替
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
な
ど
で
は

一
定
程
度
の
効
果
が
あ
っ
た
、
と
述
べ
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
水
準
に
応
じ
た
賃
金
コ
ス
ト

が
重
要

　

最
後
に
講
演
を
行
っ
た
研
究
所
の
福
西
隆
弘
地
域
研

究
セ
ン
タ
ー
・
ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
長
は
、
ア
フ

リ
カ
の
製
造
業
が
持
つ
成
長
の
可
能
性
に
つ
い
て
言
及

し
ま
し
た
。
ケ
ニ
ア
と
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
の
縫
製
業
を
比

較
し
、
二
〇
〇
四
年
の
多
角
的
繊
維
協
定
（
Ｍ
Ｆ
Ａ
）

撤
廃
に
よ
っ
て
、
ケ
ニ
ア
の
輸
出
が
一
時
的
に
鈍
化
し

た
一
方
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
は
比
較
的
影
響
を
受
け
ず
に

会場からの質問に回答するODI のスティーブン・ゲルブ主任研究員
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成
長
を
続
け
た
と
い
う
事
例
を
示
し
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル

は
ケ
ニ
ア
と
比
べ
て
賃
金
が
低
い
た
め
、
Ｍ
Ｆ
Ａ
終
了

後
も
輸
出
競
争
力
を
保
ち
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
か
、
と
論
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
成
長
の
制
約
要

因
の
一
つ
と
し
て
製
造
コ
ス
ト
を
挙
げ
、
特
に
労
働
集

約
型
産
業
に
お
い
て
は
輸
出
競
争
力
に
も
大
き
く
影
響

す
る
、
賃
金
コ
ス
ト
の
問
題
を
指
摘
し
ま
し
た
。
そ
し

て
国
民
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
比
較
的
近
い
国
の
賃
金

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、ケ
ニ
ア
都
市
部
の
フ
ォ
ー
マ
ル
・

セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
賃
金
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
や
カ

ン
ボ
ジ
ア
な
ど
よ
り
も
高
い
水
準
に
あ
る
と
述
べ
ま
し

た
。
ま
た
、
工
業
化
を
経
験
し
て
き
た
多
く
の
国
に
お

い
て
は
、
農
業
か
ら
工
業
へ
の
労
働
人
口
の
移
動
、
農

村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
移
動
が
観
察
さ
れ
て
き
た
が
、

ア
フ
リ
カ
で
は
そ
う
し
た
労
働
移
動
の
動
き
が
弱
い
こ

と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

ア
フ
リ
カ
経
済
成
長
の
カ
ギ
を
握
る
三
つ
の
ポ

イ
ン
ト

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
研
究
所
の
佐
藤

寛
新
領
域
研
究
セ
ン
タ
ー
上
席
主
任
調
査
研
究
員
が
モ

デ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
加
わ
っ
た
同
じ
く
研
究
所
の
大
塚
啓
二
郎
新
領

域
研
究
セ
ン
タ
ー
上
席
主
任
調
査
研
究
員
は
、
上
述
し

た
三
つ
の
報
告
を
受
け
、
①
ア
フ
リ
カ
（
ケ
ニ
ア
）
の

フ
ォ
ー
マ
ル
・
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
高
水
準
の
賃
金
へ

の
対
応
、
②
中
規
模
企
業
の
育
成
、
③
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
の
形
成
と
業
界
団
体
の
果
た
す
役
割
、
の
三
点
が
ア

フ
リ
カ
経
済
成
長
の
カ
ギ
と
し
て
重
要
で
あ
る
、
と
し

ま
し
た
。

　

そ
し
て
①
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
な
労
働
市
場
の
不

完
全
性
が
働
い
て
お
り
、
ア
フ
リ
カ
企
業
は
賃
金
水
準

に
比
較
優
位
が
あ
る
ア
ジ
ア
各
国
と
競
争
で
き
な
い
、

と
し
ま
し
た
。
ま
た
②
に
つ
い
て
は
、
東
ア
ジ
ア
に
お

い
て
は
あ
る
程
度
中
規
模
企
業
が
成
長
し
て
い
る
反
面
、

ア
フ
リ
カ
で
は
中
規
模
に
成
長
す
る
企
業
が
ほ
と
ん
ど

な
い
状
況
を
指
摘
し
、
産
業
政
策
の
支
援
が
十
分
で
な

い
こ
と
が
主
な
原
因
の
一
つ
で
あ
る
、
と
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
③
に
つ
い
て
は
、
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
が
有
す
る

企
業
の
成
長
へ
の
効
果
（
企
業
間
取
引
、
優
秀
な
労
働

者
確
保
な
ど
に
お
け
る
効
果
）
を
指
摘
し
た
上
で
、
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
で
は
市
場
情
報
や
技
術
知
識
、
信
頼
で

き
る
取
引
先
の
評
判
な
ど
、
企
業
に
有
益
な
ロ
ー
カ
ル

な
「
公
共
財
」
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
の
調
整
役
と
し
て

形
成
さ
れ
る
業
界
団
体
の
果
た
す
役
割
が
、
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
発
展
の
重
要
な
要
素
と
な
る
と
同
時
に
、
産
業

政
策
立
案
を
担
う
政
策
担
当
者
と
の
間
の
適
切
な
情
報

交
換
に
お
い
て
も
カ
ギ
に
な
る
、
と
論
じ
ま
し
た
。

　
「
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｄ 

Ⅵ
」
終
了
後
も
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所
は
、
ア
フ
リ
カ
研
究
、
お
よ
び
日
本
と
ア
フ
リ
カ
の

研
究
交
流
の
深
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ア
ジ

ア
経
済
研
究
所
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
（http://w

w
w

.ide.go.jp/
Japanese/Event/

）。

 

（
文
責
：
研
究
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
職　

荒
木
慶
太
郎
）

登壇中の研究所の大塚啓二郎新領域研究センター上席主任調査研究員と会場の様子

講演する研究所の福西隆弘地域研究センター・アフ
リカ研究グループ長
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